
S O F T  D R I N K S  R E V I E W

清涼飲料水の「いま」がわかる
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「清飲彩」はWeb、モバイルでもご覧いただけます
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近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
清
涼
飲
料
市
場

で
も
特
定
保
健
用
食
品
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ク
ホ
」
が
急
速
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
能
は
飲
み
も
の
の
種
類
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。「
お
な
か
の
調
子
を
整
え
る
」「
体
に
脂
肪
が

つ
き
に
く
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
ト
ク
ホ
」
と
は
、
体
に
良
い
影
響
を
与
え
る

機
能
が
科
学
的
に
立
証
さ
れ
、
消
費
者
庁
が
「
保
健
の
用

途
・
効
果
」
を
表
示
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
食
品
や
飲
料
の

こ
と
。
ト
ク
ホ
飲
料
に
は
、
必
ず
消
費
者
庁
の
許
可
を
示
す

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
お
茶
や
健
康
飲
料
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

2
0
1
2
年
に
ト
ク
ホ
の
炭
酸
飲
料
が
発
売
さ
れ
る

と
、
た
ち
ま
ち
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
い
ま
や
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
登
場
し
、
活
躍
の
場
面
が
広
が
り

ま
し
た
。

2
0
0
8
年
に
メ
タ
ボ
検
診
が
始
ま
っ
て
以
来
、

「
脱
メ
タ
ボ
」
を
合
い
言
葉
に
、
食
事
や
運
動
な
ど

の
生
活
習
慣
を
見
直
す
人
が
増
加
。
健
康
増
進
に
役
立

ち
、
か
つ
お
い
し
く
飲
め
る
ト
ク
ホ
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ

を
見
事
に
と
ら
え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
脂
っ
こ

い
食
事
を
摂
る
際
に
ト
ク
ホ
の
炭
酸
飲
料
を
併
せ
て
飲
ん
だ

り
と
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
や
す
い
こ

と
も
、
支
持
さ
れ
て
い
る
一
因
の
よ
う
で
す
。
少
々
割
高
で

は
あ
り
ま
す
が
他
の
飲
料
に
比
べ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
イ
ズ
が

主
流
な
の
も
特
徴
で
す
。

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
な
ト
ク
ホ
飲
料
人
気
。
今
後
、
さ
ら

に
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
進
出
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま 

せ
ん
。

ト
ク
ホ
飲
料

近頃よく耳にする旬な言葉から
“清涼飲料水の明日”が見えてくる

旬
ワード
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地
サ
イ
ダ
ー

地
ラ
ム
ネ

「
愛
さ
れ
る
一
本
」が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
！

ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
サ
イ
ダ
ー
発
祥
の

地
は
横
浜
で
し
た
。

年
、
ノ
ー
ス

＆
レ
ー
商
会
が
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
サ
イ
ダ
ー
を

製
造
販
売
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
あ
の
童
話
作
家
・
宮
沢
賢
治

（

‒

年
）
も
、
好
物
の
天

ぷ
ら
そ
ば
と
共
に
注
文
し
て
い
た
の
は
サ
イ

ダ
ー
だ
っ
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
。
当
時

の
サ
イ
ダ
ー
と
言
え
ば
、
現
在
の
物
価
に
換

算
す
る
と
、
お
よ
そ

円
も
す
る
高

級
品
で
し
た
。
い
か
に
お
気
に
入
り
だ
っ
た

か
が
窺
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
ラ
ム
ネ
の
登
場
は
、
さ
ら
に
さ
か
の

ぼ
っ
て

年
。
な
ん
と
、
あ
の
ペ
リ

ー
が
率
い
た
「
黒
船
」
が
浦
賀
に
来
航
し
、

日
本
に
コ
ル
ク
栓
の
炭
酸
レ
モ
ネ
ー
ド
を
持

ち
込
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
ラ
ム
ネ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
の
由
来
は
、
レ
モ
ネ
ー
ド
が
な
ま
っ
て
変

化
し
た
も
の
で
す
。
明
治

年
代
に
入
る
と
、

い
よ
い
よ
あ
の
印
象
的
な
ガ
ラ
ス
玉
入
り
の

び
ん
が
、
国
内
で
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
、

長
い
長
い
年
月
を
か
け
て
サ
イ
ダ
ー
と
ラ
ム

ネ
は
飲
み
継
が
れ
て
い
き
、
国
民
の
間
に
広

く
浸
透
。
か
つ
て
は
各
地
に
数
多
く
の
サ
イ

ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
地
域
ご
と
に
生
産
さ
れ
て
い
る
「
マ

イ
サ
イ
ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
」
に
親
し
ん
で
育
っ

て
き
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
残
念

な
が
ら
事
業
者
の
数
は
大
き
く
減
少
し
、
以

前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
消
費
者

の
嗜
好
も
多
様
化
し
ま
し
た
が
、
い
ま
も
サ

イ
ダ
ー
と
ラ
ム
ネ
は
重
要
な
使
命
を
託
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
地
域
に
密
着
し
、

活
性
化
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
役
割
で
す
。

地
域
の
特
色
を
詰
め
込
ん
だ 

個
性
派
が
目
白
押
し

「
地
サ
イ
ダ
ー
・
地
ラ
ム
ネ
と
は
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
定
義
は
い
っ
さ
い

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
各
社
は
こ
だ
わ

り
に
こ
だ
わ
り
を
重
ね
、
自
由
に
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
続
々
と
個
性
的
な
商
品
を
生
み

だ
し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
産
品

や
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
押
し
出
し

た
も
の
。
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
。
驚
き
の
意
外
性

を
も
つ
も
の
や
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し

ま
う
も
の
な
ど
な
ど
、
全
国
各
地
、
実
に
多

彩
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
味
わ
い

や
目
を
引
く
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
加
え

て
、
も
う
ひ
と
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
サ
イ
ダ

ー
・
ラ
ム
ネ
が
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
子
ど
も
と

三
世
代
に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
「
飲
み
も
の
」

で
あ
る
こ
と
。
と
き
に
は
郷
愁
を
、
と
き
に

は
新
鮮
な
思
い
を
誘
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
中
味
か
ら
容
器
ま
で
、
単
な

る
飲
み
も
の
と
い
う
枠
を
超
え
て
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
価
値
や
楽
し
さ
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
も
、
地
サ
イ
ダ
ー
や
地
ラ
ム
ネ
の
魅
力

で
し
ょ
う
。

で
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
地
元
へ
の

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
思
い
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
し
た
各
地
の
代
表
的
な
地
サ
イ
ダ
ー
・
地

ラ
ム
ネ
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
部
で
は

「
観
光
サ
イ
ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
」
と
い
う
呼
び

名
も
あ
る
よ
う
に
、
眺
め
て
み
れ
ば
き
っ
と

旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
も
浸
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
で
は
、
さ

っ
そ
く
み
な
さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
！

ら
な
い
爽
快
感
│
│
。

私
た
ち
の
日
常
に
、
お
い
し
く
、
そ
し
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
特
別
な
ひ
と
と
き
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
炭
酸
飲
料
。
本
格
的
な
夏
の
到
来

に
向
か
っ
て
気
温
が
グ
ン
グ
ン
上
昇
し
て
い

く
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ま
さ
に
本
領
発
揮

で
す
。

そ
ん
な
炭
酸
飲
料
市
場
の
中
で
も
、
目
が

離
せ
な
い
存
在
が
、
サ
イ
ダ
ー
＆
ラ
ム
ネ
の

ベ
テ
ラ
ン
コ
ン
ビ
。
そ
れ
も
、「
地
サ
イ
ダ

ー
・
地
ラ
ム
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
そ
の
銘
柄
数
を

カ
ウ
ン
ト
し
て
み
る
と
、
リ
サ
ー
チ
を
開
始

し
た

年
の

種
類
か
ら
、

年
に

は
約

倍
の

種
類
に
ま
で
増
加
（
全

国
清
涼
飲
料
工
業
会
調
べ
）。
そ
の
勢
い
は

衰
え
る
気
配
も
な
く
、
い
ま
や
各
地
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
看
板
商
品
と
し
て
、

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

長
い
歴
史
の
中
で 

飲
み
継
が
れ
て
き
た
存
在

性
別
も
年
齢
層
も
飛
び
超
え
て
、
支
持
を

拡
大
し
て
い
る
地
サ
イ
ダ
ー
と
地
ラ
ム
ネ
。

そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。

ュ
ワ
〜
ッ
と
広
が
っ
て
い
く
心

地
よ
い
刺
激
や
、
喉
を
流
れ
て

い
く
と
き
の
、
な
ん
と
も
た
ま

シ 日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
、あ
ん
な
味
や
こ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
│
│
。

地
域
の
活
性
化
を
後
押
し
す
る
存
在
と
し
て
、高
い
人
気
を
誇
る「
地
サ
イ
ダ
ー
＆
地
ラ
ム
ネ
」。

今
回
は
、そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

その土地のことをもっと深く知ってもら
えたり、コミュニケーションが広がるき
っかけになったりする──。それが、地
サイダー・地ラムネの魅力だと思います。
お土産として誰かにプレゼントしたら、
「どこで買ったの？」「私もそこに行って
みたい！」と、会話が弾むかもしれませ
んよね。私自身、商品の開発に携わって
いくうちに、変わったサイダーやラムネ
じゃないと、もうときめかなくなりまし
た（笑）。「びん」ならではの清涼感も楽
しんでいただきつつ、お出かけ先で地サ
イダーや地ラムネに出合ったら、ぜひ飲
んでみてくださいね！
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Special Feature
清
涼
感
を

楽
し
み
つ
つ

味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
ね
！

全国清涼飲料工業会調べ。※地域で自発的に誕生している商品であり、銘柄
数は掌握ができた商品数である。

地サイダーの銘柄数の推移

銘柄数は7年間で
約4倍に増加!

サイダーと
ラムネの

違いって何
？

実は中身で
はなく、「栓

」

で分けられ
ているんで

す。

サイダーは
王冠あるい

は

ネジキャッ
プ、ラムネ

はガ

ラス玉で栓
をしていま

す。

＆
の
魅
力

日本ガラスびん協会
認定
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日本一のサイズを誇っています 冷やしてよし、温めてもよし! 思わず笑ってしまうこと請け合い! やってみるべ! の精神で挑戦中

東日本編
北は北海道から南は沖縄まで、数あるサイダーやラムネ。
ここに登場するのはほんの一部ですが、十分このジャンルの奥深さを感じていただけるはず。
気になる1本があったら、ぜひお試しあれ!

野島製菓株式会社

野島 弘 社長
住所：北海道小樽市入船
電話：

トレボン食品株式会社

鶴戸満昭 社長
住所：宮城県仙台市宮城野区

小田原
電話：

川崎飲料株式会社

竹島伸浩 社長
住所：神奈川県川崎市川崎区渡田
電話：

木村飲料株式会社

木村英文 社長
住所：静岡県榛原郡吉田町川尻
電話：

「 か小樽のものを使った商品をつくろう」とスタートした小
樽物産協会のプロジェクト。海産物が有名なことから行き
着いた素材は「うに」。それを当社のラムネとコラボして何

生まれたのが「小樽うにラムネ」です。海洋深層水とマリンコラーゲ
ンを使用し、ラムネの酸味や甘み、そして濃厚なうにのバランスに苦
心。「うみ」と「うに」がうまく融合し、飲みやすい味わいに仕上が
りました。みなさん、最初はビックリされますが、喜んでいただけて
いるようです。ぜひ、ロングランの商品に育てていきたいですね。他
にも当社では、ラベンダーやクリオネなど、北海道らしいラムネを揃
えています。「まあ、やってみるべ」。そんな精神で、いろいろなこと
に挑戦していきたいと思っています。

台名物といえば、笹かまぼこ、ずんだ餅、仙台味噌……。
実は、全部サイダーとして試してみたんですが、やっぱり
一番インパクトがあったのが「牛たん」でした。牛たんを仙

食べるときには、一緒にテールスープを飲むのが定番。だったら、お
弁当にも合うような、塩気のあるスープ感覚のサイダーをつくったら
面白いんじゃないか？ そんなことをひらめいたんです。試作品は、
かれこれ 種ほど。ものづくりへのこだわりに関しては天下一品の
開発部長を中心に、半年かけて完成させました。肉の代わりに入って
いるのはコラーゲン ㎎。飲んだら炭火の香りがフワーッと広が
って、思わず笑ってしまうこと請け合いです！ これからも、みんな
が笑顔になれるような飲みものを届けていきたいですね。

きどき輸入品は見かけますが、あまり国産品は置いてない
なぁ。そう感じて 年に発売したのが、この「レモネ
ード」です。厳選したシチリア産レモン果汁を 使用と

し、お客さまからいただいた声を生かしながら、甘さと酸っぱさを微
調整して完成させました。冷やしておいしいのはもちろん、温めて飲
むのが好きという方も多いですね。店頭での試飲を行うときは、ダイ
レクトな反応を見たいので、できるだけ私自身が立つようにしていま
す。そこで実際にみなさんが飲んで、「おいしい」と納得して買って
くださるのが、やはりうれしいですね。また、メールなどでご意見を
いただくのも、とても励みになります。私たちの強みは従業員の団結
力。一丸となって、おいしい飲料づくりを頑張ります！

在、当社のラムネは 種ほどですが、もう アイテムほ
ど増やしたいと考えています。ラムネ屋さん、サイダー屋
さんが減っていくなか、大切な火を絶やすわけにはいかな現

いという思いがあるんです。そこで、最近加わった商品の一つが、世
界遺産登録をきっかけに考案した「富士山ラムネ」。日本一大きい
㎖ということは、きっと世界一でもありますね（笑）。水はちゃ

んと富士山から運んできた天然水。びんは、このためにつくったオリ
ジナルです。味はラムネ味、メロン味、イチゴ味の 種類で、セット
販売用の箱も用意しました。お土産として、外国の方の人気も高いよ
うです。テーブルワインのように、みんなでシェアしながら楽しんで
もらえるとうれしいですね。

未
知
の
味
と
の

出
合
い
を

い
っ
ぱ
い

楽
し
ん
で
ね
！ 集まれ! の味自慢

小樽らしい「うみ」と
「うに」のイメージを
融合させ、飲みやすい
味わいに。海洋深層水
とマリンコラーゲンを
配合しています。

強烈なインパクトを与
えるネーミングに負け
ず劣らず、飲んだとき
の感触も衝撃的！フワ
～ッと「あの香り」が
広がります。

冷やして爽快、温めて
ホッとできるレモネー
ド。こだわりのシチリ
ア産レモン果汁を使っ
た、程よい酸味がおい
しさのポイントです。

富士山の世界遺産登録
にあやかって、日本一
大きなラムネが登場！
みんなでシェアしなが
ら、ワイワイ飲むのが
オススメです。
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みんなが喜ぶ、それがやりがい 広島を代表するブランド入りです あれっ？ という表情こそが手応え あなたも「やみつき」になるかも？
かな自然と、素晴らしい水資源に恵まれた富山。この地で
明治 年の創業以来、美味しい水を活かした清涼飲料水
を作り続けるトンボ飲料のモットーは、「豊
」です。富山ならではのサイダーを飲んでいただきた

いとの思いから、昭和初期の味を復刻させたラボンサイダーに続いて、
年に「富山ブラックサイダー」を発売。黒いスープで知られる

ご当地ラーメン・富山ブラックの「やみつき感」をイメージして開発
しました。醤油風味に、コショウの辛さをプラスした味わいは、誰に
でもオススメというわけではありません。 人中 人がおいしいと言
ってくださればいい（笑）。 年には北陸新幹線が開通します。商
品を通じて、どんどん盛り上げていけたらと思います。

タ鉱泉のロングセラーと言えば、やっぱり「びんラムネ」。
昭和 年の創業以来、ずっと変わらない味わいは、たく
さんの方々の記憶に刻まれていると思います。この定番がハ

支えてくれているからこそ、当社は思いきったチャレンジもできる。
例えば 年、「大阪いうたらやっぱりたこ焼き」ということで、
「たこ焼風ラムネ」を発売しました。数千本売れればええかなと思っ
ていたら、予想を超えるヒット。うちは販促物などをほとんど使わな
いので、商品そのものに認知度を上げていく力があったということで
しょうね。その後、クリームシチューやコーンポタージュ風味などの
ラムネをどんどん発売中。お客さんが飲んで、「あれっ？」という顔
をしたときには、ええ感じや！と手応えがあります（笑）。

社の創業は明治 年。私で四代目です。商品は、主に広
島から岡山エリアにかけての道の駅やスーパー、高速道路
のサービスエリアなどで展開しています。広島らしい 本当

と言えば、この「瀬戸内レモンラムネ」でしょう。実は、広島県のレ
モン生産量は日本一。「瀬戸内レモン」としてブランド化されている
ほどの名物なんです。そこで、広島県産レモンの果汁を使用して開発。
独特の酸っぱさがクセになると評判で、果汁が少し沈殿する様子も、
本格的な味わいの演出になっていると思います。商品開発で大切にし
ているのは、いかに独自性や差別化を図るかということ。お客さまの
ニーズをとらえながら、毎年何らかの提案を続け、地域からの要請な
どにも応えていくつもりです。

岡県・田主丸町はフルーツ栽培が盛んな地。例えば「富有
柿」は日本有数の生産量ですが、市場に出荷されるのは何
割かだけ。残りは捨てられてしまう状況があり、長年の課福

題だったそうです。それを有効活用するために、醤油メーカーさんが
シロップに加工する技術を開発。飲みものにできないかと相談を受け
たのが当社だったというわけです。でも、柿には決まった味のイメー
ジがないでしょう 　ですから、いかに「柿らしさ」について想像力
をふくらませて味をつくるかに注力しました。私たち飲料メーカー、
地域、商品を買ってくださるお客さま。広い意味で、みんなのために
なる商品をつくれることが仕事のやりがいです。 都道府県すべての
地サイダー、地ラムネづくりをお手伝いしてみたいですね。

西日本編

味
は
も
ち
ろ
ん

ラ
ベ
ル
に
も

こ
だ
わ
り
が

満
載
だ
よ
！ 集まれ! の味自慢

ご当地ラーメン「富山
ブラック」のスープを
イメージして開発。醤
油とコショウが織りな
す「やみつき感」に、
ぜひトライを！

懐かしさ満点の、「こ
れぞラムネ！」という
安心の味わい。この定
番を中心に、商品のバ
リエーションはどんど
ん広がっています。

広島は国内最大のレモ
ン生産量を誇っていま
す。独特の酸っぱさが
クセになると評判のラ
ムネは、主に広島～岡
山エリアで展開中。

「地域の長年の課題を
解決する」ことを目的
に着手。イマジネーシ
ョンをふくらませて、
珍しい「柿」のサイダ
ーが誕生しました。

株式会社トンボ飲料

高島謙太朗 営業課係長
住所：富山県富山市下赤江町
電話：

ハタ鉱泉株式会社

秦 啓員 社長
住所：大阪市都島区都島北通
電話：

齋藤飲料工業株式会社

齋藤廣明 社長
住所：広島県福山市北本庄 丁目
電話：

株式会社友桝飲料

友田 諭 社長
住所：佐賀県小城市小城町岩蔵
電話：
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その質問、徹底検証!
寒
い
冬
が
終
わ
っ
て
、
い
よ
い
よ
春
。

身
も
心
も
、
う
き
う
き
す
る
な
〜
。

本
当
に
。
こ
れ
か
ら
は
、
体
を
動
か

す
の
に
も
い
い
季
節
ね
。
私
も
な
に

か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
か
し
ら

い
い
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
の
時
期
は

体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
の

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
激
し
い
運
動
を

す
る
と
、
体
が
水
分
を
吸
収
す
る
ス
ピ
ー
ド

よ
り
、
汗
で
体
内
の
水
分
が
出
て
い
く
ス
ピ

ー
ド
の
方
が
速
く
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ま
と
め
て
た
く
さ
ん
飲
む
と
、
体
も
動

か
し
に
く
く
な
る
の
で
、
飲
め
る
範
囲
で
こ

ま
め
に
飲
む
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

飲
み
も
の
の
種
類
は
、
ど
ん
な
も
の

で
も
い
い
の
か
な
あ
。

真
水
だ
け
を
大
量
に
飲
む
の
は
お
勧

め
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、「
低

ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
」
と
い
う
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
薄
ま
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
起
き
る
症
状
で
、
最
悪
の
場

合
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な

の
で
、
成
分
の
面
か
ら
言
え
ば
、
一
定
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の

ポ
イ
ン
ト
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
多
く
は
、

適
切
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
、
注
意
し
な
い
と
い
け
な

い
で
す
ね
。
ほ
か
に
心
が
け
て
お
く

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

分
以
上
運
動
を
す
る
な
ら
、
糖
分

の
補
給
も
意
識
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

で
、
体
調
管
理
は
慎
重
に
。
例
え
ば
、
急
に

気
温
が
上
が
っ
た
日
な
ど
は
、
春
で
も
熱
中

症
な
ど
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
補
給

も
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

は
ー
い
。
の
ど
が
渇
い
た
ら
、
ち
ゃ

ん
と
水
分
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
う
で
す
ね
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
。
今
、「
の
ど
が
渇
い
た
ら
」
と

言
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
と
き
は
「
の
ど
が
渇
く
前
」
か
ら
の
水
分

補
給
が
鉄
則
で
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
た

ら
、
そ
れ
は
も
う
軽
い
脱
水
症
状
。
だ
か
ら
、

運
動
前
、
そ
し
て
運
動
中
も
こ
ま
め
に
飲
み

も
の
を
飲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
ま
め
に
」
と
い
う
の
は
、
ど
れ

く
ら
い
で
す
か

あ
る
程
度
真
剣
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

な
ら
、

〜

分
お
き
に
、
運
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
摂
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

人
間
の
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
蓄
え
て

お
け
る
糖
分
の
量
は
限
ら
れ
て
い
て
、
本
当

に
激
し
い
運
動
を
す
れ
ば

時
間
程
度
で
使

い
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
分
と
併
せ
て
持

続
的
に
補
給
し
て
い
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
最
後
に
、
運
動
後
の
水
分
補
給
。
運

動
後
も
、
発
汗
や
尿
で
水
分
は
失
わ
れ
る
の

で
、
単
に
の
ど
の
渇
き
を
抑
え
る
だ
け
で
は

不
十
分
。
体
重
が
減
少
し
た
量
の

・

倍

の
水
分
を
少
量
ず
つ
回
数
を
分
け
て
摂
取
す

る
の
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
先

生
の
教
え
を
し
っ
か
り
守
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す

〈
結
論
〉

運
動
後
も
減
少
し
た
体
重
の

1
・
5
倍
の
水
分
を
補
給
す
る

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
糖
分
を
適
度
に

含
ん
だ
飲
料
を
摂
取
す
る

「
の
ど
が
渇
く
前
」か
ら

し
っ
か
り
補
給
す
る
の
が
鉄
則

あなたの気になる質問を教えてください。これぞ！という質問は清飲彩調査隊が調べます。質問募集

スポーツをする時の
水分補給で

大事なポイントは?

〈第5回〉

清・飲・彩 調査隊

ふだんは見過ごしがちだけど、
言われてみるとたしかに気になる……。
そんな清涼飲料水に関する素朴な質問を、
読者のみなさんに代わって調査隊が調べます!

イラスト／千野エー

kouhou@j-sda.or.jp

スポーツをするときは、こまめ
な水分補給を心がけましょう。

慶應義塾大学
スポーツ医学研究センター

勝川史憲さん

ゴ
ク
ッ
！

お話を聞いた人

私
が
お
答
え
し
ま
す
!

　
内
閣
府
が
設
置
し
て
い
る
『
消
費
税
価
格

転
嫁
等
綜
合
相
談
セ
ン
タ
ー
』
も
同
様
の
機

能
が
あ
り
ま
す
が
、「
常
日
頃
か
ら
交
流
の

あ
る
我
々
な
ら
敷
居
も
低
く
、
気
軽
に
相
談

し
て
も
ら
え
る
」（
全
清
飲
）
と
い
う
の
が

設
置
の
理
由
で
す
。
受
け
付
け
た
相
談
・
通

報
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
、
農
林

水
産
省
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
中
小
企
業
庁

へ
全
清
飲
よ
り
会
員
名
は
匿
名
で
通
報
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
か
ら
相
談
を
受
け
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
漏
え
い
な
ど
が
な
い
よ
う
に
事
務
局
に

お
い
て
厳
重
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
転
嫁
相
談
・
通
報
窓
口
は
特

措
法
が
適
用
さ
れ
る

年

月

日

ま
で
の
間
、
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
各
社
が
円
滑
か
つ
適
正
に
消
費
税
の

転
嫁
を
行
え
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

目
的
で
、
こ
の
相
談
窓
口
は
、
転
嫁
拒
否
な

ど
の
行
為
、
例
え
ば
消
費
税
引
き
上
げ
相
当

額
を
負
担
さ
せ
ら
れ
た
り
の
減
額
や
買
い
た

た
き
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
行
為
な
ど
に
よ

る
商
品
購
入
や
役
務
利
用
、
利
益
提
供
な
ど

の
要
請
、
本
体
価
格
で
の
交
渉
の
拒
否
な
ど
、

経
営
が
不
当
に
圧
迫
さ
れ
る
行
為
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

押さえておきたい
話題のニュースを解説します。

話題の内側

消費税８％に増税
全清飲に

「転嫁相談・通報窓口」

Pick Up!
か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税

の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、
特
措
法
）
に
対

応
し
て
、「
転
嫁
・
表
示
カ
ル
テ
ル
」
の
届

出
と
と
も
に
、
会
員
を
対
象
と
し
て
、
転
嫁

拒
否
の
行
為
な
ど
に
対
す
る
相
談
・
通
報
窓

口
を
全
清
飲
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

月

日
か
ら
消
費
税
が
５
％
か

ら

％
へ
増
税
さ
れ
ま
し
た
。

全
清
飲
で
は
「
消
費
税
の
円
滑

用
率
）
は

・

（
前
年

度
比

・

ポ
イ
ン
ト
増
）

と
、
過
去
最
高
を
記
録
。

年
連
続
で

％
以
上
を
達
成

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
飲
料
容
器
が

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
維
持

で
き
て
い
る
の
は
、
消
費
者

や
自
治
体
に
よ
る
分
別
・
回

収
活
動
が
、
し
っ
か
り
と
根

ら

・

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
も
の
の
、

年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
第
二
次
自
主
行
動

計
画
の
目
標
値
を
、

年
連
続
で
達
成
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
呼
ば
れ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
。
卵
パ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
ト

レ
ー
や
繊
維
製
品
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
へ
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
技
術
は
日
々
、
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
、

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
び
ペ
ッ
ト
ボ

年
度
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
再
生
利
用

率
）
は

・

。
前
年
度
か

づ
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
皆
が

一
丸
と
な
っ
た
地
球
環
境
保
護
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

ト
ル
と
し
て
利
用
す
る
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

「
ボ
ト
ル

ボ
ト
ル
（

）」
も
積
極

的
に
推
進
中
。
例
え
ば

年
度
の

リ
サ
イ
ク
ル
使
用
量
は

万

ト
ン

で
し
た
が
、

年
度
に
は

万

ト

ン
と
、
着
実
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
飲
料
容
器
に
つ
い
て
も
、
飲

料
用
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
再
生
利

2012年度の数字です。
2年連続で目標達成!

清涼飲料水 気になる数字

85.0%

ペットボトルは、私たちの身近にある、
さまざまな製品に生まれ変わります。

内閣官房、内閣府、公正取引委員
会、消費者庁、財務省がまとめた
冊子。 でもダウンロードでき
ます。消費税率引上げの趣旨や消
費税の性格などの基礎知識から特
措法の解説までイラスト付きでわ
かりやすくまとまっています。

電話： 　　担当：岩尾・久保田
全清飲 転嫁相談・通報窓口



Person
注目の人

Project
斬新な取り組み

Product
画期的な製品

Place
魅力的な場所

13

Key Point 2

12

飲
料
業
界
に
あ
っ
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
甘
く
な
い

じ
ゃ
な
い
か
、
こ
ん
な
も
の
に
お
金
な
ん
て

払
え
な
い
、
と
。
さ
ら
に
暖
色
系
が
好
ま
れ

る
な
か
で
、
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
こ
と
も
、
敬
遠
さ
れ

る
要
因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」

で
も
、
人
は
必
ず
汗
を
か
く
。「
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
」
は
世
の
中
の
役
に
立
つ
は
ず
だ
。

そ
ん
な
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
塚
製

薬
の
社
員
た
ち
は
突
き
進
み
ま
し
た
。

「
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
、
全
国
で
計

万
本
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
水
分
補
給
の
必
要
な
理
由
と
と
も
に
、

飲
ん
で
試
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
日
常
に

当
た
り
前
に
あ
る
存
在
と
し
て
な
じ
ん
で
も

ら
い
た
い
。
非
常
識
を
常
識
に
変
え
よ
う
と
、

地
道
な
取
り
組
み
が
続
き
ま
し
た
」

さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
る
ポ
カ
リ 

熱
中
症
対
策
も
積
極
的
に
推
進

部
活
中
の
学
生
に
。
建
設
現
場
で
働
く

人
々
に
。
道
行
く
主
婦
に
。
あ
ら
ゆ
る
シ
ー

ン
で
「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」
を
手
渡
し
た
か

い
あ
っ
て
、
発
売

年
目
に
は
見
事
に
ブ
レ

ー
ク
。
以
来
、

数
年
に
わ
た
り
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
量
の
汗
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て

年

月
に
は
、「
ポ
カ

リ
ス
エ
ッ
ト
イ
オ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
が
誕

生
。
軽
や
か
な
甘
さ
で
カ
ロ
リ
ー
も
従
来
の

半
分
以
下
で
す
。
浅
見
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
昔
は
甘
く
な
い
と
言
わ
れ
た
ポ
カ
リ
ス
エ

ッ
ト
の
味
を
、
今
は
甘
い
と
感
じ
る
人
が
い

る
。
人
間
の
味
覚
も
変
化
し
て
い
る
の
で

す
」。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

関
連
し
て
、

年
代
に
入
っ
て
か
ら
注
力

し
て
き
た
熱
中
症
対
策
の
啓
発
活
動
も
、
ま

す
ま
す
活
発
化
。
そ
の
中
心
は
、
社
員
が

「
講
師
」
と
な
り
、
学
校
な
ど
で
正
し
い
水

分
補
給
の
知
識
を
発
信
す
る
「
大
塚
ア
カ
デ

ミ
ー
」。
こ
れ
ま
で
延
べ

校
、
万

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
「
健
康
に
か

か
わ
る
企
業
と
し
て
の
、
私
た
ち
の
使
命
で

す
」
と
、
浅
見
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
例
え
ば
、
お
い
し
か
っ
た
、
助
か
っ
た
、

あ
り
が
と
う
、
と
お
礼
を
言
う
た
め
だ
け
に

当
社
へ
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
る
。
そ

れ
だ
け
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
が
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
水
分
補

給
は
、
私
た
ち
の
責
任
│
。
そ
れ
く
ら
い

の
気
持
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
」

て
い
る
だ
け
で
水
分
は
失
わ
れ
て
い
る
」
こ

と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
汗
を
か
く
の
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
入
浴
の
場
面
に
限
ら
な
い
の
で
す
。

「
汗
な
ど
で
失
わ
れ
た
水
分
を
補
う
最
適
な

清
涼
飲
料
水
を
開
発
し
よ
う
。
そ
ん
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

年

月
に
発
売
さ
れ
た
「
ポ
カ

リ
ス
エ
ッ
ト
」。
こ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

で
「
非
常
識
」
だ
っ
た
飲
料
の
歴
史
を
教
え

て
く
れ
る
の
は
、
大
塚
製
薬
製
品
部
の
浅
見

慎
一
さ
ん
で
す
。
発
端
は
、
同
社
の
研
究
者

が
南
米
へ
出
張
し
た
際
に
経
験
し
た
出
来
事

で
し
た
。
現
地
で
体
調
を
崩
し
激
し
い
下
痢

で
苦
し
む
彼
に
、
医
師
は
「
と
に
か
く
水
分

を
摂
れ
」
と
炭
酸
飲
料
を
勧
め
た
そ
う
で
す
。

「
そ
こ
で
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
水
分
補
給
に

適
し
た
飲
み
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
、

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
。
当
社
は
も
と
も
と
輸

液
を
手
が
け
て
き
た
企
業
。
そ
こ
か
ら
発
展

し
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

7
年
も
の
年
月
を
か
け
て
完
成
！ 

待
っ
て
い
た
反
応
と
は
？

汗
を
補
う
飲
料
を
つ
く
る
。
そ
れ
は
「
健

康
を
守
る
飲
料
を
つ
く
る
」
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
ま
ず
、
着
手
し
た
の
は
徹
底
的
に
汗

を
研
究
し
尽
く
す
こ
と
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ

ん
「
お
い
し
い
」
味
に
仕
上
げ
る
こ
と
。
製

品
化
に
こ
ぎ
着
け
た
と
き
に
は
、
実
に

年

も
の
年
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」
は
、
少
々

斬
新
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。

「
濃
厚
な
甘
さ
が
主
流
だ
っ
た
当
時
の
清
涼

間
の
体
は
、
そ
の
約

％
が
水

分
。
水
は
生
命
活
動
に
不
可
欠

な
も
の
で
す
が
、
実
は
「
生
き

人

「Project（プロジェクト）」「Place（場所）」
「Product（製品）」「Person（人）」の
4つの側面から、企業を活性化させる
「MVP」の背景に迫ります。

Project・Place・Product・Person

生
き
て
い
く
た
め
の
源
は
水
分

思
い
知
っ
た
経
験
が
開
発
の
契
機
に

「
非
常
識
を
常
識
に
」す
る
た
め

3
0
0
0
万
本
を
配
布

年
、
販
売
開
始
。「
必
ず
健
康
に
役
立
つ
」
と
の
信
念
で

大
規
模
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
敢
行
し
、
思
い
を
届
け
た
こ
と
で
大
ブ
レ
ー
ク
に
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
誕
生
し
た

「
も
う
ひ
と
つ
の
ポ
カ
リ
ス
エッ
ト
」

人
間
の
味
覚
は
時
代
と
と
も
に
変
化
。
さ
ら
な
る
水
分
補
給
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
、「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
イ
オ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
が
誕
生
。

Key Point 1 「ポカリスエット」
3つのターニングポイント

★
大塚製薬株式会社

MVP

水
分
補
給
時
の
代
表
的
な
飲
料
と
し
て
定
着
し
て
い
る「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」。

「
汗
」に
着
目
し
た
独
創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
奥
に
は
、健
康
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
汗
を
補
お
う

│

健
康
へ
の
使
命
感
が
開
発
の
原
点

企業Data

大塚製薬株式会社
住所 東京都千代田区神田司町
設立 年 月 日

写真は東京本部：品川グラ
ンドセントラルタワー

「お客さまとのコミュニケー
ションのあり方を、もっと探
っていきたいですね」と言う
浅見さん。

人
は
、
常
に
水
分
を
失
っ
て
い
る
│
│
。
南
米
で
苦
し
ん
だ
研
究
者
の
体
験
が
、

「
飲
む
点
滴
液
」
と
い
う
斬
新
な
発
想
へ
と
発
展
。

水分補給は「素早い吸
収」と「体内でのキー
プ力」がポイント。汗
に近いイオンバランス
と適切な糖質によって、
スムーズな補給をサポ
ートします。

社員が講師を務める
熱中症対策セミナー

年より全国の小・中学校を
中心に開講している「大塚アカデ
ミー」のワンシーン。社員による
熱中症対策セミナーを通して、水
分補給の正しい習慣化について発
信しています。

企業理念は「世界の人々の健
康に貢献する革新的な製品を
創造する」。疾病の治癒から
日々の健康増進までを目指し
た、トータルヘルスケアカン
パニーとして事業を推進。

「熱中症予防の落とし穴」（日本生気象学会）への
制作協力など、各関連団体と連携しながら、「熱中症を
知って防ぐ」ための活動を展開しています。



９
８
５
年
、
世世
界
初
の
缶缶
入
り

緑緑
茶茶
飲飲
料
「
缶缶
入入
り
煎
茶茶
」

（
伊伊
藤藤
園園
／

年年
に
「
お
〜
い

お
茶茶
」
に
変変
更更
））
がが
発発
売
さ
れれ
、
緑緑
茶茶
飲

料
の
歴歴
史史
が
始始
ままま
っ
た
。。
無
糖糖
の
茶
飲
料料

とと
しし
てて
はは

年
に
伊伊
藤藤
園
、

年
に
ササ
ン

トト
リリ
ー
が
ウ
ー
ロ
ンン
茶茶
飲飲
料料
をを
、

年
に

ポポ
ッ
カ
コ
ー
ポポポ
レ
ー
シシ
ョ
ン
（
現
・
ポ
ッ

カ
サ
ッ
ポ
ロ
フフ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
が

「
ほ
う
じ
茶
」
をを
発
売
し
て
お
りり
、
そ
れ

ににに
続
い
て
のの
こ
と
。

日日
本本
人
にに
と
っ
て
、
最
も
な
じ
み
の
深深深深

いい
緑
茶茶
飲
料
の
誕誕
生
がが
遅
れれ
を
と
っ
た
の

は
、
茶
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ
ン
（
カカ
テ
キキ

ン
）
のの
酸
化
（
変変
色
やや
風
味
がが
変
わ
る
）

が
理
由
。
ここ
の
問
題
をを
、
伊
藤
園園
で
は
蓋

を
す
る
際
に
、
酸
素
と
窒
素
を
置
換
す
る

ここ
と
で
解
決
。
開
発
着
手手
か
らら

年
をを
経

過
し
て
よ
う
や
く
世
界
初
、
無
香
料料
・
無

調調
味
の
緑
茶
の
飲
料
化化
に
こ
ぎ
つ
けけ
た
。

たた
だ
当
時
の
おお
茶
は
食
堂
な
ど
で
サ
ー

ビ
ス
と
しし
て
出出
さ
れれ
るる
も
のの
で
、
有有
価
飲

料
と
し
て
「
お
金
を
出出
す
」
と
いい
う
こ
と

にににに
戸
惑
い
を
感
じ
る
時
代
だ
っ
た
。
徐
々

に
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
健
康
・
自
然
志
向
に

加
え
、
簡
便便
化
や
コ
ンン
ビ
ニ
な
ど
の
弁
当当

の
お
供
と
ししし
てて
脚脚
光
をを
集
め
て
い
っ
た
。

緑
茶
飲飲
料
市市
場場
がが
巨
大
市
場
を
確
立
し

たた
背背
景
に
は
、
①①
伝
統
飲
料
で
ああ
りり
味
覚覚

が
好好好
ま
れ
たた
②
健
康康
志
向
で
需需
要要
が
拡拡
大大

③③
ペ
ッ
ト
容容
器
（（
再
栓栓栓
可可可可
）
と
の
親
和和
性

の
高高
さ
④
ココ
ン
ビビ
ニ
で
ののの
ウ
ィ
ズズズ
フ
ーー
ド

性性
⑤
冷冷
たたた
い
お
茶
を
飲
むむ
と
いい
うう
新新
習習
慣

の
定
着
、
なななな
ど
の
複
合合
要要
因
にに
よ
る
。

そ
のの
生生
産
量
は

年年
を
ピピ
ー
ク
にに
減減
少
、、

年
か
らら
再
び
上
昇昇昇昇昇
に
転転
じじ
てて
い
るる
。

年
ははは
前
年年
比

％
増
加
の
２
４
４４
万万

㎘
、
緑
茶茶
飲
料
ははは
茶
系
飲
料
のの
中
でで
もも
ナナ

ンン
バ
ー

のの
市市
場
でで
シシ
ェ
ア
はは

％
と
ダダ

ン
ト
ツ
。
今今
年
も
ト
ク
ホホ
製
品品
な
ど
高
付付

加
価
値値
商
品
の
登
場
な
ど
に
よよ
り
拡拡
大大
基

調
で
推
移
し
て
いい
く
と
見
ら
れれ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ずず
、
欧欧

米米
、
ア
ジ
ア
なな
ど
で
も
商商
品品
化
が
進進
みみ
・

消
費
さ
れ
て
い
る
緑緑
茶
飲
料
。
国
内
にに
お

けけ
る
茶
葉葉
の
緑
茶
飲
料
原
料料
使
用用
はは
茶茶茶
葉葉

生
産
量
全全全全全全
体
の

〜〜

割
（（
推推
計計
）
に
とと

ど
ま
っ
て
い
るる
こ
と
か
ら
、
潜
在在
需
要要
は

ま
だ
まま
だ
大
き
いい
、
と
見
てて
よよ
い
だだだ
ろろ
うう
。

月 日 第 代横綱の北の湖が引退発表
月 日 つくば博開催
月 日 オレンジカードの利用開始（首都圏）
月 日 電電公社と日本専売公社が民営化、

と に
月 日 男女雇用機会均等法成立
月 日 大鳴門橋が開通
月 日 国鉄分割・民営化決定

（ 年 月 日付）

緑茶飲料生産量（単位㎘）。全清飲調べ。
年に伊藤園

から発売された世
界初の缶入り煎茶。

会
社
主
導
で
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ジ
ャ
ワ
コ
ー
ヒ
ー
は
か
な
り
細
か
い
粉

状
の
た
め
、
直
接
お
湯
を
注
い
で
よ
く
か
き

混
ぜ
、
上
澄
み
を
飲
む
の
が
一
般
的
で
す
。

少
し
遅
れ
て
紅
茶
の
栽
培
も
始
ま
り
ま
し

た
。
世
界
の
貿
易
を
担
う
オ
ラ
ン
ダ
と
し
て

は
、
儲
か
る
商
品
を
自
ら
作
る
こ
と
が
利
益

に
直
結
し
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
紅
茶
は
、
当
時
栽
培
が
始
ま
っ
た
イ

ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
ほ
ど
品
質
が
良
く
な
か

っ
た
た
め
、
世
界
の
主
流
に
は
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
現
在
も
綿
々
と
紅
茶
の

栽
培
は
続
い
て
お
り
、

年
に
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
が
開
催
さ
れ
た
バ
ン
ド

ン
の
郊
外
で
も
、

年
以
上
に
わ
た
り

紅
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

茶
園
を
見
学
す
る
と
、
か
な
り
平
た
い
部

分
に
大
規
模
な
茶
畑
が
あ
り
、
茶
葉
を
摘
む

労
働
者
は
何
と

人
も
い
る
と
か
。

い
く
ら
広
い
と
言
っ
て
も
そ
の
数
は
多
過
ぎ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
生
産
性
の
現
状
が
よ

く
わ
か
る
現
場
で
し
た
。
ち
な
み
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
近
年
労
働
者
の
権
利
向
上
が
著

し
く
、
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
も
労
務
対

応
に
追
わ
れ
て
お
り
、
賃
金
も
平
均
で
年

％
も
上
昇
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
な
お
、
こ

の
茶
畑
で
は
日
本
煎
茶
も
作
ら
れ
て
お
り
、

日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

億

千
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
そ
の

割
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

す
。
従
来
水
や
コ
ー
ラ
を
飲
ん
で
い
た
彼
ら

に
今
、
世
界
中
の
メ
ー
カ
ー
が
注

目
し
、
砂
糖
入
り
の
グ
リ
ー
ン
テ

ィ
ー
や
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
な
ど
の

飲
料
を
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。
栽

培
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
考
え
る

と
同
時
に
、
所
得
向
上
が
著
し
い

大
市
場
を
い
か
に
取
り
込
む
か
、

コ
ン
ビ
ニ
の
発
展
と
と
も
に
注
目

で
す
。

る
自
動
車
の
量
で
凄
か
っ
た
で
す
。
暑
さ
の

中
で
は
水
分
が
欲
し
く
な
り
、
最
近
増
加
し

て
い
る
日
系
コ
ン
ビ
ニ
に
飛
び
込
む
と
「
ポ

カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」
が
目
に
入
り
、
思
わ
ず
ゴ

ク
リ
。
値
段
は
日
本
の
半
額
程
度
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
後
も
街
の
至
る
所
で
ポ
カ
リ
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
理
由
を
聞
い
て

み
た
と
こ
ろ
、
お
腹
を
壊
し
た
と
き
に
医
者

に
行
く
と
「
必
ず
ポ
カ
リ
を
飲
め
」
と
言
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
水
分
吸
収
性
が
高
く
、
甘

く
飲
み
や
す
い
こ
と
に
現
地
の
医
療
関
係
者

が
気
が
つ
い
た
結
果
、
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

東
イ
ン
ド
会
社
主
導
で
始
ま
っ
た 

コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
の
栽
培

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
長
年
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民

地
で
あ
り
、

年
頃
か
ら
東
イ
ン
ド

数
年
ぶ
り
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

行
き
ま
し
た
。
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
交
通
渋
滞
は
想
像
を
絶
す

十

バンドン郊外にある
大規模な茶園。

文
／
須
賀
努　

イ
ラ
ス
ト
／
溝
口
イ
タ
ル

すが・つとむ／コラムニスト・アジアンウォッチャー。金融機関在職中に上海留学、台湾２年、香港９年、北京５年の駐在経験。現在中国・東南アジアを中心にコラム、旅行記を執筆中。

近
年
、経
済
発
展
が
著
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
従
来
の
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
の

生
産
国
か
ら
2
億
4
千
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
巨
大
市
場
へ
と
変
貌
。

注
目
さ
れ
る
こ
の
国
の
現
状
に
迫
り
ま
し
た
。

コンビニで売られ
ていた砂糖入りの
グリーンティー。

ジャワ島西部の都
市・バンドンのシ
ョッピングモール
にて。
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ダ
イ
エ
ン
な
ら
安
心
。
す
べ
て
お
任
せ
し

ま
す
│
。
そ
ん
な
声
を
も
っ
と
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た
い
と
言
う
藤
本
さ
ん
。「
そ

う
な
る
た
め
に
は
、
結
局
は
人
間
的
な
部
分

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
簡
単
な
よ
う
で
難

し
い
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
」。

そ
の
一
方
で
は
、
新
境
地
へ
の
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
先
の
話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
海
外
で
展
開
し
て
み
た
い
。

日
本
の
清
涼
飲
料
水
の
製
造
技
術
は
世
界
に

誇
れ
る
も
の
。
少
し
高
く
て
も
買
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
を
開

発
し
た
い
で
す
ね
」

だ
っ
た
昭
和

年
代
の
半
ば
頃
、
自
販
機
に

対
応
し
た
サ
イ
ズ
の
び
ん
入
り
飲
料
水
を
開

発
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
メ
ー
カ

ー
さ
ん
に
提
案
し
て
回
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
木
型
は
、
実
際
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
製
作
し
た
も
の
。
結
果
、

何
社
か
で
ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ
、
商
品
化

に
こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

プ
の
も
の
の
記
録
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

つ
く
づ
く
、
経
験
値
が
大
き
い
こ
と
を
実
感

し
ま
す
ね
」に

よ
っ
て
数
多
く
の
期
待
に
応
え

て
き
た
背
景
に
は
、
同
社
の
「
提
案
へ
の
こ

だ
わ
り
」
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
よ
う
な
も

の
を
つ
く
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
よ
」
と
藤
本
さ
ん
が
見
せ
て
く

れ
た
の
は
、
び
ん
を
か
た
ど
っ
た
木
型
。

「
自
販
機
で
売
ら
れ
て
い
る
の
が
缶
ば
か
り

木でつくった自販機用びん
入り飲料水の試作品。ダイ
エンは、いち早くこのアイ
ディアに着目しました。

自ら「日本一小さい家」と
表現した柳田國男の生家。
周囲には記念館が建ち、カ
ッパ像が設置されている辻
川山公園もすぐ近くです。

なるほど！？ 県民学 兵庫県編

実は…兵庫は日本一「めんだらけ」の県なんです！

この場所だからできることがある!
そんな熱い想いを抱えた
後継者たちをご紹介します。

兵
庫
県
福
崎
町

【
大
円
食
品
工
業
株
式
会
社
】

経営企画室マネージャー

藤本将
ま さ

矩
の り

さん
年入社の 歳。大阪事務所勤務。

「これまでに経験していないこと、新
しいことに取り組むのが楽しい」と、
意欲的に営業活動にまい進。

私
が

ご
案
内

し
ま
す
！

よう来たのう

ボ
ゴ
ボ
ゴ
ボ
…
…
「
あ
っ
、
出

て
き
た
！
」
と
子
ど
も
た
ち
が

指
さ
す
の
は
、
池
か
ら
上
半
身

を
の
ぞ
か
せ
て
い
る

体
の
カ
ッ
パ
像
。
辻

川
山
公
園
の
た
め
池
に
、

分
に
一
度
出
没

す
る
人
気
者
で
す
。

町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
カ
ッ
パ
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
兵
庫
県
福
崎
町
。
こ

こ
は
、「
日
本
民
俗
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
、

カ
ッ
パ
研
究
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
柳
田
國
男

が
誕
生
し
た
地
で
す
。
そ
の
生
家
や
記
念
館

の
ほ
か
、
趣
深
い
社
寺
や
自
然
な
ど
、
実
に

味
わ
い
の
あ
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
当
社
の
主
力
は
炭
酸
飲
料
で
す
。
中
国
山

系
一
帯
で
は
多
く
の
炭
酸
泉
が
湧
き
出
し
て

い
る
せ
い
か
、
こ
の
地
域
の
水
と
は
相
性
が

い
い
。
そ
の
お
か
げ
で
〝
ダ
イ
エ
ン
さ
ん
で

つ
く
る
も
の
は
お
い
し
い
〞
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
」

大
阪
事
務
所
を
拠
点
に
営
業
活
動
を
行
っ

て
い
る
藤
本
将
矩
さ
ん
は
、
大
円
食
品
工
業

（
以
下
ダ
イ
エ
ン
）
の

代
目
。
同
社
の
成

り
立
ち
を
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
も
と
も
と
原
料
や
資
材
を
扱
う
会
社
と
共

同
で
事
業
を
興
し
、
び
ん
工
場
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ご
く
初
期
か
ら

特

化
と
い
う
方
針
を
固
め
、
ま
ず
は
技
術
を
磨

こ
う
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
、
お

取
り
引
き
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
教
わ
り
な
が
ら
、
力
を
つ
け
て

き
ま
し
た
」

現
在
、
企
画
か
ら
物
流
ま
で
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
の
開
発
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
存
在
と
し
て
評
価
を
確
立
。
年
間
で
手
が

け
る
ブ
ラ
ン
ド
は

〜

種
ほ
ど
に
の
ぼ
り
、

そ
れ
を

つ
の
ラ
イ
ン
で
見
事
に
製
造
し
て

い
ま
す
。

膨
大
な
経
験
値
を
生
か
し 

提
案
力
で
期
待
に
応
え
る

藤
本
さ
ん
が
ダ
イ
エ
ン
の
一
員

に
な
っ
た
の
は
２
０
０
６
年
の
こ

ゴ

手延べそうめん

ひやむぎ

日本そば

乾めん類
都道府県別生産量合計

1位

2位

4位

1位

取材・撮影協力／（株）御座候、（株）もちむぎ食品センター「もちむぎのやかた」

み
な
さ
ん
も

カ
ッ
パ
た
ち
に

会
い
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
？

の
仕
事
が
見
つ
か
る
ま
で
、
こ
こ
で
働
い
て

み
た
ら
」
と
い
う
言
葉
に
誘
わ
れ
て
入
社
。

現
在
に
至
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

「
当
社
の
昔
の
資
料
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
ド
リ
ン
ク
を
つ
く
っ
て

き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
商
品
に
近
い
タ
イ

年創業。従業員は 名。福崎工業団地に
て事業を展開し、炭酸飲料をはじめ、乳飲料、
茶系飲料、防災用備蓄飲料水など、幅広く製造
可能。社名には、「大きな円（縁）を結ぶ」と
の思いが込められています。

兵庫県神崎郡福崎町西治字拝尾
☎

大円食品工業株式会社

さらに兵庫県は、そうめん類を含め、
うどんや日本そばといった主要な乾
めん類の総生産量についてもトップ。
気候や水など、恵まれた環境を生か
して発展してきました。兵庫に出か
けたのなら、めんを食べずに帰るわ
けにはいきませんね！

出典：農林水産省「平成 年度米麦加工食品
生産動態等統計調査」より

総人口は全国 位、 は全国 位、
面積は 位。国内で上位の規模を
もつ兵庫県の自慢はさまざまなもの
がありますが、そのひとつが手延べ
そうめん。年間生産量 万 ト
ンと日本一を誇っており、たつの市、
宍粟市、太子町ほか、いわゆる播州
地方を中心につくられている名物と
して親しまれています。

開発第一号は栄養ドリンクタイプの炭酸飲料でした。以降、生産設備の増強や商品開発室
の設置などに取り組み、多岐にわたるオーダーに応えてきました。

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
は
ダ
イ
エ
ン
の
血
と
な
り
肉

と
な
り
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

「
私
自
身
、
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
の
は
、
無
理
だ
と
は
言
わ
ず
に

必
ず
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
。
他

社
が
な
か
な
か
引
き
受
け
な
い
よ

う
な
難
し
い
依
頼
こ
そ
、
で
き
る

だ
け
や
っ
て
み
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
あ
、
製
造
の
現
場

は
イ
ヤ
な
顔
を
す
る
の
で
す
が

（
笑
）、
そ
れ
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
、
会
社

の
財
産
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
」

上・兵庫県の名物・御座候（ござそうろ
う）。回転焼きのあずきは北海道十勝産
で、赤あん、白あんの 種類。アツアツ
でどうぞ！／左・福崎町はヘルシーな食
材「もち麦」の名産地。写真は「もちむ
ぎのやかた」の人気メニュー「ざるとろ
ろ」。独特の香ばしさが新鮮です。

と
。
東
京
で
広
告
代
理
店
に
勤

め
た
後
、「
や
は
り
生
ま
れ
育

っ
た
土
地
で
働
き
た
い
」
と
の

思
い
が
募
り
、
そ
こ
へ
声
を

か
け
た
の
が
父
で
あ
る
社
長

の
藤
本
栄
一
郎
さ
ん
。「
次

ダ
イ
エ
ン
な
ら
安
心
！ 

そ
ん
な
声
を
増
や
し
た
い
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万
㎘
の
大
台
に
到
達
し
、

年
連

続
で
記
録
を
更
新
。
生
産
量
が

万
㎘
に
到
達
し
た
の
が

年

で
あ
り

年
で
市
場
は
倍
に
成
長
し
ま

し
た
。
ま
た
生
産
者
販
売
金
額
は

・

％
増
の

兆

億
円
で
し
た
。

　
メ
ー
カ
ー
各
社
の
積
極
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開
に
加
え
、
早
い

梅
雨
明
け
や
夏
場
の
天
候
要
因
も
追
い

風
と
な
り

月
の
天
候
不
順
を
払
し
ょ

く
。
ま
た
、

年
に
続
い
て
特
定
保
健

用
食
品
の
飲
料
の
さ
ら
な
る
拡
大
や
、

従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
以
外
の
品

目
（
果
実
、
乳
性
飲
料
）
で
も
発
売
さ

れ
た
熱
中
症
対
策
飲
料
の
浸
透
な
ど
、

ど
に
お
い
て
中
小
企
業
会
員
対
象
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
衛
生
管
理
講
習
会

を
開
催
し
、
一
般
的
衛
生
管
理
、
表
示

方
法
、
新
し
い
表
示
制
度
の
動
き
、
清

し
ま
し
た
。

月

日
〜

日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
の
「
こ
だ
わ
り
食
品
フ

ェ
ア
」（
主
催
（
一
財
）食
品
産
業
セ

ン
タ
ー
）
に
「
こ
こ
が
い
い
ね
！　
地

サ
イ
ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
祭
り

」

と
銘
打
ち
出
展
し
ま
し
た
。

健
康
意
識
ニ
ー
ズ
の
一
層
の
高
ま
り
を

裏
付
け
る
一
年
で
し
た
。

　
品
目
別
で
は
炭
酸
飲
料
が

・

％

増
で
業
界
を
牽
引
し
、

年
連
続
で
伸

長
。
特
に
、
割
り
材
だ
け
で
な
く
直
接

飲
用
が
増
加
し
た
炭
酸
水
は

年
連
続

の
大
幅
増
。
果
実
、
ス
ポ
ー
ツ
機
能
性
、

乳
性
、
野
菜
飲
料
、
国
産
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
、
豆
乳
類
も
前
年
増
で
推
移
。

茶
系
で
は
、
緑
茶
飲
料
が

・

％
増
、

麦
茶
飲
料
は

年
連
続
の
二
桁
成
長
。

コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の

普
及
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
飲
料
（
乳
規
格
品
は
除
く
）
は
、

は
大
幅
増
だ
っ
た
が
、
ス
テ
イ

オ
ン
タ
ブ
缶
が
減
少
し
て
微
減
で
着
地
。

　
容
器
別
で
は
、
ペ
ッ
ト
入
り
飲
料
の

構
成
比
が

・

％
に
達
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

銘

柄
を
一
同
に
展
示
し
、
試
飲
も
実
施
。

来
場
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。
日
本
ガ
ラ
ス
び
ん
協
会

認
定
の
「
ラ
ム
ネ
び
ん
む
す
め
」（
塩

澤
智
保
さ
ん

：

木
村
飲
料（
株
））
も
応

援
に
駆
け
つ
け
来
場
者
に
よ
る
「
サ
イ

ダ
ー
派
」
と
「
ラ
ム
ネ
派
」
の
投
票
も

実
施
。
ラ
ム
ネ
派
が
僅
差
で
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
（
サ
イ
ダ
ー
派

票
。
ラ
ム
ネ
派

票
）。
引
き
続

き
全
清
飲
で
は
各
地
の
地
サ
イ
ダ
ー
・

ラ
ム
ネ
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

涼
飲
料
水
の
規
格
基
準
改
正
な
ど
に
つ

い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。
質
疑
応
答
も

活
発
で
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
講
習
会
を
開
催

　
清
涼
飲
料
水
の
第

回
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

講
習
会
を

月

〜

日
、
東
京
で
開

催
し
ま
し
た
。

年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
修
了
者
は
述
べ

名
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
よ
り
安
全
な
清
涼
飲

料
水
を
製
造
す
る
た
め
の
も
の
で
、

日
の
講
義
と

日
間
の
グ
ル
ー
プ
演
習

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
修

了
者
に
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
相
当
程
度
の
知
識
を
持
つ
と
認

め
ら
れ
る
も
の
」
の
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

現 全

年
の
生
産
量
は
、
前
年
比

・

％
増
の

万

千
㎘
で
初
め
て

か
ら

月
に
か
け
て
、
兵

庫
、
東
京
、
九
州
、
北
陸
、

北
海
道
、
東
海
の
組
合
な

清
飲
は
各
地
の
中
小
企
業

を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

２
、

月
と
続
け
て
開
催

全清飲

2 0 1 4  S P R I N G

清涼飲料水生産量２千万㎘の大台突
破、盛況だった地サイダー・ラムネ祭
りなど、明るい話題の多い季節でした。

す
。
当
展
覧
会
に
は
、
世
界
で
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
価
値
を
持

つ
技
術
や
文
化
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
精

巧
で
緻
密
な
「
モ
ノ
づ
く
り
」
の
数
々
。

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
技
術

か
ら
、
現
在
の
最
先
端
技
術
に
い
た
る

技
術
は
日
本
独
自
の
も
の
で
す
。

缶
飲
料
自
販
機
の
消
費
電
力
量
が
約

年
間
で

％
以
上
が
削
減
さ
れ
る
な

ど
、
省
エ
ネ
技
術
は
世
界
一
。
お
台
場

に
行
か
れ
た
際
は
、
是
非
、
日
本
科
学

未
来
館
に
立
ち
寄
り
、
日
本
の
世
界
一

の
技
術
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

在
、
東
京
お
台
場
の
日
本

科
学
未
来
館
で
「

世
界
一
展
」
を
開
催
中
で

第 回 講習会

マスコミの皆様をはじめ 名を超す参加者で
会場は大盛況となりました。

ラムネびんむすめの塩澤さんが参加して展
示会会場を盛り上げました。

〈
T
H
E 

世
界
一
展
〉 

清
涼
飲
料
自
販
機
が
展
示
中　

自販機

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

衛
生
管
理
講
習
会
な
ど
の
開
催

技術

2
0
1
3
年
清
涼
飲
料
水
生
産
量

２
千
万
㎘
突
破
、４
年
連
続
更
新

統計

中
小
企
業
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

地
サ
イ
ダ
ー
・
ラ
ム
ネ
祭
り
を
開
催

（
こ
だ
わ
り
食
品
フ
ェ
ア
に
出
展
）

第
10
回
新
製
品
合
同
発
表
会

を
開
催

中小
企業

本誌ご送付先に変更などがございまし
たら、お手数ですが下記までご連絡く
ださい。
〒 東京都中央区日本橋室町 丁目
番 号 ビル 階
一般社団法人全国清涼飲料工業会
「清飲彩」編集部

： 　 ：
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体裁： 判、約 ページ
定価： 円（年間購読料： 円〈計
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会員割引価格： 円（年間購読料：
円）※全清飲、日清研会員のみ適用

昨年 月に開催した「第 回研究発表会」
の講演集。
体裁： 判　定価： 円
会員割引価格： 円
※日清研会員のみ適用
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I N F O R M AT I O N

編集部より
全清飲の事務所がある日本橋。新名所
としてコレド室町2＆3がオープン！
また真向いの日本橋三越本店のライオ
ン像が設置されてから100年。話題を
提供し街全体が賑やかです。現在20
代目の日本橋は、五街道の起点として
江戸幕府開府と同じ1603年に完成。
コレド室町は歴史的な雰囲気も感じる
洗練された空間ですが、日本橋ならで
はの老舗もおススメです。鰻のとろけ
るようで重厚な味わいや、ほっと心が
癒される鰹節の香りから脈々と続く街
の鼓動を感じることができます。

【入場料】 大人 円、 歳以下 円

【開催時間】 ： ～ ：

【開催期間】 年 月 日まで
（火曜日休館※ ／ 、 ／ は開催）

THE 世界一展

側面がシースルーで
中の仕組みが分かる
自販機を展示中。街
角にある自販機の中
には部分冷却など日
本の技術がつまって
います。

飲
料
自
販
機
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
代
に

台
の
自
販
機
で

冷
温
の
飲
料
を
同
時
販
売
で
き
る
機
能

を
開
発
、
さ
ら
に
缶
の
破
損
（
へ
こ
み

な
ど
）
を
な
く
す
た
め
に
蛇
行
状
の
収

納
ラ
ッ
ク
を
開
発
。
こ
れ
ら
の
機
能
・

そ
の
中
で
、
独
自
の
工
夫
か
ら

た
く
さ
ん
の
機
能
を
持
つ
、
清
涼

ま
で
、
日
本
で
生
ま
れ
た
「
世
界

一
」
が
一
堂
に
会
し
て
い
ま
す
。

回
開
催
、
今
回
で

回
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

発
表
す
る
社
は
公
募
に
よ
り
ノ
ミ
ネ

ー
ト
し
た

社
。
こ
だ
わ
り
の
新
製
品
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
新
製
品

を
披
露
し
ま
し
た
。
発
表
者
の
地
元
の

メ
デ
ィ
ア
を
は
じ
め
多
く
の
報
道
関
係

者
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
を
応
援
す
る

関
係
者
の
参
加
も
あ
り
今
年
の
商
戦
に

臨
む
中
小
企
業
会
員
の
意
欲
が
伝
わ
る

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
第

回
の
開
催
を
記
念
し
て
、
参
加
者
に
よ

る
投
票
で
「
石
渡
奨
励
賞
」、「
山
口
奨

励
賞
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〈
参
加
企
業
〉（
株
）丸
善
市
町（
北
海
道
）、

丸
源
飲
料
工
業（
株
）（
東
京
都
）、
川
崎
飲
料

（
株
）（
神
奈
川
県
）、
木
村
飲
料（
株
）（
静
岡

県
）、
寿
屋
清
涼
食
品（
株
）（
大
阪
府
）、
キ

ン
キ
サ
イ
ン
（
株
）（
兵
庫
県
）、（
株
）友
桝

飲
料
（
佐
賀
県
）

中
小
企
業
の
新
製
品
を
発
表
す
る
新

製
品
合
同
発
表
会
を

月

日
、
東
京

の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
発

表
会
は
清
飲
記
者
会
の
協
力
に
よ
り
年



缶
は
飲
料
を
運
ぶ
大
切
な
器
で
す
。
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一般社団法人全国清涼飲料工業会（略称：全清飲）は、下記 つの活動理念に基づいて事業を行っています。
・公共の利益と調和のとれた清涼飲料業の発展　・清涼飲料の品質の向上と安全の確保　・清涼飲料の健全な消費のための正しい知識の啓発普及

イラスト／安ケ平正哉

やさしく扱おっ！

アルミ缶って、とっても繊細。実はコピー用紙2枚くらいの薄さです。
乱暴に扱うと穴が開いたり、傷ついたり。
飲み終わるまで、やさしくしてあげてね。


